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NY マーケットレポート（2017 年 12 月 27 日） 

 

NY 市場では、年末年始を控えて市場参加者も少なく、序盤から小動きの展開となった。そして、米消費者信頼感指数が市

場予想を大きく下回る結果となったものの、反応は限定的となり、ドルは終盤まで狭いレンジ内の動きが続いた。一方、

ユーロ圏の堅調な景気動向を背景に、ユーロは序盤に円やドルなどの主要通貨に対して堅調な動きとなったが、中盤以降

は小動きの展開が続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月米消費者信頼感指数 122.1（予想 128.0・前回 128.6） 

前回発表の 129.5 から 128.6 に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪消費者信頼感指数≫ 

       12 月・・11 月・・10 月・・9月・・8月 

信頼感指数・・122.1・ 128.6・ 126.2・ 120.6・ 120.4 

現況指数・・・156.6・ 154.9・ 152.0・ 146.9・ 148.4 

期待指数・・・ 99.1・ 111.0・ 109.0・ 103.0・ 101.7 

【現況指数】 

業況 

良好・・・・・35.2・・35.0・・34.4・・33.4・・34.5 

悪化・・・・・12.1・・12.3・・13.5・・13.2・・13.2 

普通・・・・・52.7・・52.7・・52.1・・53.4・・52.3 

【雇用】 

十分・・・・・35.7・・37.5・・36.7・・32.7・・34.4 

不十分・・・・49.1・・45.7・・46.2・・49.3・・47.2 

困難・・・・・15.2・・16.8・・17.1・・18.0・・18.4 

 

 

12 月の米消費者信頼感指数は、市場予想を下回る 122.1（1985 年=100）となり、前月の 128.6 から 6.5 ポイント低下した。景気の現状

に対する信頼感指数は 156.6（前月 154.9）と前月から上昇したが、向こう半年の期待指数は 99.1（111.0）と低下した。 雇用関連で

は、現状は「職が豊富」との回答は 35.7％（前月 37.5％）、「就職が困難」は 15.2％（16.8％）。向こう半年では「求職が増える」と回

答は 18.4％（21.3％）、「求職が減る」は 16.3％（12.1％）。 また、向こう 1年間のインフレ見通しは 4.8％（前月 4.5％）だった。   
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≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月米中古住宅販売仮契約（前月比） 0.2％（予想 -0.5%・前回 3.5%） 

 

11 月米中古住宅販売仮契約（前年比） 0.6％（前回 1.2%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪中古住宅販売仮契約≫ 

       11 月・・10 月・・9月・・8月・・7月 

全米・・・・・ 0.2・・ 3.5・・-0.4・・-2.8・・-0.8 

北東部・・・・ 4.1・・ 0.5・・ 1.2・・-4.4・・-0.3 

中西部・・・・ 0.4・・ 2.8・・ 1.4・・-1.7・・-0.7 

南部・・・・・-0.4・・ 7.4・・-3.0・・-3.7・・-1.7 

西部・・・・・-1.8・・-0.7・・ 1.5・・-1.5・・ 0.6 

       11 月・・10 月・・9月・・8月・・7月 

全米・・・・・ 0.6・・ 1.2・・-5.7・・-3.3・・-0.5 

北東部・・・・-0.8・・ 1.5・・-3.8・・-5.6・・ 1.6 

中西部・・・・ 0.1・・ 2.2・・-5.3・・-4.3・・-2.1 

南部・・・・・ 2.5・・ 2.8・・-6.7・・-1.6・・ 1.0 

西部・・・・・-1.3・・-3.1・・-5.4・・-3.8・・-3.2 

（前年比％) 

 

11 月の米中古住宅販売仮契約は、前月比+0.2％の 109.5（2001 年=100）となり、6月以来 5ヵ月ぶりの上昇となった。前年比では+0.6％

となった。地域別では、北東部が+4.1％、中西部が+0.4％だったが、最大市場の南部が-0.4％、西部が-1.8％となった。仮契約は、通

常 1-2 ヵ月以内に本契約に移行するため、仮契約指数は中古住宅市場の先行指数とされている。 

 

 

3：00 

≪米財務省 5年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・2.245％（前回 2.066％） 

最低落札利回り・・・・2.100％（前回 1.900％） 

最高利回り落札比率・・2.99％（前回 12.97％） 

応札倍率・・・・・・・2.36 倍（前回 2.46 倍） 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 は、原油や銅など資源の価格上昇で、関連株が相場を牽引し、過去最高値を記録

した。一方、独 DAX は、材料難の中、利益確定売りが優勢だった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 3.90 ドル高の 1オンス＝1291.40 ドルで取引を終了した。 

 

ＮＹ金は、新規の手掛かり材料が乏しい中、ドルがユーロなどに対して下落したため、ドルの代替資産とされる金の買いが優勢となっ

た。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.33 ドル安の 1バレル＝59.64 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、爆発したリビアのパイプラインが、来週にも復旧する見通しとの報道を受けて、原油の供給不安が後退し、売りが優勢とな

った。また、前日までの相場上昇の反動で、一旦利益を確定する売りにも押された。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、新規材料に乏しいことに加え、年末で市場参加者が少ないことから、主要株価は序盤から方向感に乏しいもみ合いの動

きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、年末年始を控えて市場参加者も少なく、序盤から小動きの展開が続いた。その後、米国の主要な経済指標が悪化した

ものの、反応は限定的となり、終盤まで狭いレンジ内の動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


